
メディアセンターの主な出来事（平成 20年度）

メディアセンター（本部）
1．学内学術情報のデジタル化と学内外への発信
国立情報学研究所（NII）による次世代学術コンテ

ンツ基盤共同構築事業 学術機関リポジトリ構築連
携支援事業の第 2期（平成 20～21 年度）委託事業に
採択された。『三田学会雑誌』，『慶應医学』，『共立薬科
大学雑誌』等合計 7,096 件のメタデータを作成・登
録しコンテンツを拡充した。収録誌は 40 誌，収録論
文数は 1万以上となり，アクセス数は月延約 25 万
ページ，論文ダウンロード数は月約 7万件に達して
いる。
利用者への発信のインタフェイスとして，平成 19

年度から準備を進めてきたポータルサイトの改訂が
完了し，8月に公開した。また，全塾的にWebでレ
ファレンス質問を受ける「質問のすすめ」を開始し，
あわせて全塾共通のレファレンスマークを作成，使
用を開始した。
また，慶應義塾創立 150 年記念事業の一つとして，

『写真集 慶應義塾 150 年』を平成 20 年 11 月に発行
するため，平成 18 年度からメディアセンター所長が
同編纂委員会の委員長，メディアセンター本部が同
編纂委員会の事務局を担当した。同書を編集するに
あたり，関連する写真を塾内外から多く収集し，そ
れらをデジタル化し，5,071 枚による業務用データ
ベースを構築した。
2．大規模利用者調査の実施
北米で広く実施されている図書館サービス品質評

価のための利用者調査アンケート（LibQUAL＋）を
用い，平成 20 年 10 月 6 日から 11 月 1 日にかけて全
塾の塾生，教職員を対象に利用者調査を実施した。
電子メールによる依頼送付数 36,548 件に対し有効
回答は 5,600 件（16.2％）であった。集計結果は以下
を参照。
http:��project.lib.keio.ac.jp�libqual�report.html
3．図書予算のあり方についての検討
外国雑誌の電子ジャーナル価格高騰に対処するた

め，西村担当常任理事を主査とし全学部の委員から
成る「電子ジャーナル利用検討委員会」を設置して
検討をすすめた。
並行して，2009 年契約に向け大手版元のエルゼビ

ア，シュプリンガー，ワイリーの 3社とは個別交渉
を行い，価格を含む契約内容の一部改善を得た。
4．次期図書館システム（KOSMOSIII）への移行
平成 20 年 9 月に海外図書館ベンダーのシステム

（ExLibris 社のALEPH & Primo）に決定した。12
月に次期システム・プロジェクト室を日吉に設置し
移行作業を進めている。
5．薬学メディアセンターの統合
旧共立薬科大学図書館システムをメディアセン

ター現システムへ移行するための蔵書の書誌・所蔵
データ統合を進め 9割方完了した（平成 21 年度上半
期内に終了予定）。
6．蔵書目録遡及事業の継続
三田の旧分類和書（3年目）4,807 冊，アラビア語

1,540 冊，三田学部図書（4年目）6,201 冊，信濃町の
旧分類 3,500 冊等，計 19,581 冊の遡及入力を行った。
7．人材の国際交流と蔵書データによる国際貢献
平成 20 年 4 月から 1年間，ハーバード大学イェン

チン図書館へ職員 1名を派遣した。また，トロント大
学図書館との交換プログラムにより平成 21 年 2 月
から 3週間トロント大学図書館員1名を受け入れた。

三田メディアセンター
1．Google ブック検索プロジェクトへの取り組み
平成 19 年 7 月に立ち上がったGoogle ブック検索

プロジェクトについて，同年 9月より専従チームを
組んで進めてきた事前準備作業（データ整備，装備，
修理，著作権処理等）が終了した。対象資料の大部
分が目録データベース（KOSMOS）に未登録の資料
であるため，データ作成に当たってはメディアセン
ター本部によるKOSMOSでのデータ作成と並行し
て，旧分類図書，和装本にそれぞれに対しメタデー
タ作成作業班を組んだ。和装本については，デジタ
ル化に当たっての資料の安全性確保を目的に中性紙
の帙を全点に取り付けた。事前準備作業の終了を受
けて，平成 21 年度より始まる対象資料のデジタル化
作業に向けた体制作りを開始した。
2．貴重書，特殊資料関連の動き
昨年度，重要文化財に指定された「対馬宗家関係

資料」について，文化庁と連携しながらの修復作業
を 12 月から開始した。平成 20 年度からの 3カ年計
画で，費用総額は 4,800 万円に上る（国から 50％，東
京都から 25％の補助を受けている）。
平成 20 年は慶應義塾創立 150 年の年に当たり，年

間を通じて様々な催し・イベントが企画された。展
覧会など図書館資料を必要とする企画が多く，慶應
義塾・福澤諭吉関連の貴重資料を中心に資料の貸出
に対応した。特に平成 21 年 1 月からの東京国立博物
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館を皮切りに始まった「未来をひらく福澤諭吉展」に
は，高橋誠一郎浮世絵コレクションから数点の展示
をしたほか，グーテンベルク聖書を出品した。同聖
書の塾外公開は平成 12 年 11 月以来 9年ぶりのこと
であった。
特徴あるコレクションの動きとしては，旧改造社

資料（山本実彦関連資料）の整理がある。公開・刊
行に問題のない資料について，雄松堂アーカイブス
（株）でDVD化刊行する方向で刊行委員会を 10 月
に組織し検討を開始している。また，三田文学ライ
ブラリーについては，久保田万太郎資金委員会の委
員を中心に検討ワーキンググループを 11 月に発足
させ，同ライブラリーへの収蔵対象者の再検討を開
始した。
3．サービス・施設の改善
新館地下 1階のAVホールについては，教室にお

けるAV設備の充実が進んできている現在その使
命を終えたと判断し，保存書庫（名称：三田メディ
アセンター保存庫，収容冊数約 2万 2千冊）へ機能
変更する工事を 3月に実施した。今後は，一次資料
や慶應義塾関連保存資料のための保存書庫として活
用していく。また，同時期に新館地下の 3ヵ所の使
用禁止となっていた洗面所も倉庫に改修し，保存・
保管スペースの確保に努めた。
利用者サービスの面では，新館地下書庫内に丸椅

子を 30 脚新規設置した。ブラウジング中に座って読
めるスペースを増やす目的で設置したが，これは平
成20年10月に実施した利用者調査（LibQUAL＋）で
記入のあった利用者からの声に応えたものである。
4．「慶應義塾図書館和漢貴重書目録」の刊行
貴重書室を中心に教員と連携をしながら 10 年の

歳月をかけて整備してきた同目録を，3月に刊行す
るに至った。これまで体系だった把握が難しかった
慶應義塾図書館の和漢古書を網羅的に調べることが
できるトゥールが完成したことにより，研究におけ
る利便性の向上が期待される。
5．目録データ遡及入力の継続
毎年継続中の目録データ遡及入力事業について

は，経済学部洋書の入力が終了し，法学部洋書の入
力を開始した。また文学部和書，個人文庫の一部お
よび特殊言語の書誌作成を行った。平成 20 年度の遡
及入力冊数は約 2万 7千冊に達した。緊縮財政下に
おいては，大規模な遡及入力事業の実施は難しいも
のの，毎年途絶えることなく継続していくべき事業
と位置づけている。

日吉メディアセンター
1．学生の利用環境向上
1階インターネットエリアの改装と名称変更を行

い，「インターネットエリア（一階ラウンジ）」には，
展示用書架，椅子を配置し，パソコンの利用だけで
なく，ゆったりと読書に親しめるスペースとした。
2階「グループ学習室」は，一部に間仕切りを設置

して半個室化し，パソコンを囲んでグループ討論に
利用できるように改装した。また，3階多読書コー
ナーを拡大し，語学学習コーナーを新設。多読書の
ほか，語学検定試験関連本も配置した。
2．情報リテラシープログラム関連
11～12 月に教養研究センターと共同し，学習支援

活動の一環として学習相談アワーを試行した。レ
ファレンスデスクに大学院生を配置し，学生からの
レポートの書き方，テーマの選び方等の相談に応じた。
3．学生の読書推進
改装した 1階ラウンジで「2007 年度貸出ランキン

グ」（利用 10 回以上），「先生のおススメ本」の展示を
行い，展示してある本は自由に貸出できるようにし
た。なお，昨年来行っている読書推進活動や，利用
環境の整備が功を奏し，館外貸出冊数が過去最高を
記録した。貸出冊数は，ここ数年減少傾向にあった
が，今年度は 173,922 冊を記録し，（前年度対比 8.5％
増）日吉図書館開館以来最高の冊数となった。
4．蔵書構築
寄贈資料として，「人民日報」1962～1977 年までの

原紙（製本版）を受け入れた。また，「教養としての
漫画」という観点で，漫画を選書対象とすることを
決定し，11 月から選定・収集を開始した。
5．協生館図書館
9月 1日，協生館 4階に「協生館図書室」を開室し，

経営管理研究科，システムデザイン・マネジメント
研究科，およびメディアデザイン研究科の 3研究科
の資料を蔵書とし，それぞれの構成員に対するサー
ビス提供を開始した。
6．その他
日吉行事企画委員会（HAPP）の企画として所蔵す

る 16mmフィルムを使用した「映画『幕間』（1924）：
無声映画とピアノ・ライブのコラボレーション」と
題するイベントを提案，10 月に実施し好評を得た。
11 月には文学部の徳永聡子助教の企画によるHi-

yoshi Research Portfolio（HRP）2008（11 月 14～15
日）の展示「西洋初期印刷本の世界―日吉メディアセ
ンター所蔵貴重書展―」に貴重書 13 点を出展した。
そのほか，全塾メディアセンター・ポータルとス
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タイル的な連携をとりながら日吉図書館のウェブ
ページのリニューアルを行ない，予定通り次年度 4
月に完成させた。

信濃町メディアセンター
1．医学部必修授業担当
医学部 3年生全員を対象とした「医学文献情報 I

（基礎）」が履修科目に加わり，4～5月に 3グループ
に分け実施した。信濃町メディアセンター職員が行
う授業としては，初の必修科目となる。この他，新
規に加わった情報リテラシー教育プログラムに，教
員が担当する医学部 3年生の自主選択科目「EBM
入門」の情報検索部分の受け持ち，高校生のための
体験講座でのツアー，看護医療学部 2年生の「看護
実践ケア」オリエン・ツアー，看護部事例研究・文
献検索セミナーがある。小人数を対象とした検索相
談もリクエストに応じて定着し，計 24 回実施した。
2．レファレンスカウンター新体制
閲覧とレファレンスの円滑な連携とシームレスな

サービスを実現するために，11 月からカウンター体
制を変更した。パブリックサービス担当の専任職員
4名が交替でレファレンスカウンターに入り，互い
のノウハウを共有しながらサービスに当たることに
した。
3．新着図書カバー展示
図書館入口ロビーで，12 月に新着図書カバーの展

示を始めた。カラフルな表紙カバーで魅力的な空間
をつくり，「場」としての図書館を充実させることを
目標にしている。
4．健康情報ひろば開設
患者向けに医療・健康情報を提供する「健康情報

ひろば」が，1月 5日，病院外来の一角にオープンし
た。開設にあたっては，医学部および大学病院が共
同出資し，信濃町メディアセンターが開設準備委員
会事務局を務めた。開設後はメディアセンターが引
き続き運営委員会事務局を務め，ボランティアス
タッフと協力してサービスに当たっている。
5．地区契約電子リソースリモートアクセスサービ
ス開始
本部の協力のもと，2月末，全塾で初めて地区契約

電子リソースのリモートアクセスサービスを開始し
た。サービス対象は信濃町所属の学生と常勤教職員。
認証には keio.jp を用い，ログイン後に専用プロキシ
サーバを経由して電子リソースにアクセスする仕組
みとなっている。

理工学メディアセンター
1．学習環境整備
学習環境の整備を目的とする 3カ年整備計画を立

て 1カ年目を実行に移した。閲覧室の改修，書架撤
去・取付，資料の再配置・除籍などの作業を総合的
に検討し，実施した。
創想館地下 1階においては，学生の利用度の高い

24 時間対応の学習エリアである自習室の席を 20 席
増設し，利用者の安全確保のために，グループ学習
室およびプレゼンテーションルームに防犯カメラを
設置した。
創想館 1階では，科学的探究心を養う資料を増や

し，表紙を見せて配架した。また家具の配置を変え，
快適性を高めた。PC利用席の拡充のため，データ
ベース検索コーナーを本館 1階に移設し，AVコー
ナーの一部は，PCを設置した個人用学習スペース
に変更した。
また，本館 1階にも資料および電子資源を活用す

る総合的学習のためのより広い個人用ブースを 24
席増設した。また学習環境維持のために，当該エリ
アを私語・携帯の利用を控えてもらう「静かエリア」
とした。
2．蔵書構築
一般図書については，利用者のニーズにより応え

ることを目的に，当センター蔵書を，海外を含む他
大学図書館と比較した。不足している学部生向け・
建築関係・生命情報関係の図書の補充を始めた。ま
たレファレンスブックについては，コンパクト化を
目的に見直しを行った。秋学期より，利用後棚に戻
さずブックトラックにおいてもらう方式での利用調
査を開始し，利用が多い資料のデータを採集した。
国際センターからの日本語テキスト・辞書等 145

冊の寄贈を機に，既にメインコレクションに入って
いる日本語テキスト類も組み込み，留学生のための
Books on Japan（日本語テキスト）コーナーを新設し
た。また，統計類の中で，利用の少ない過去分につ
いて別館に移動した。
3．ILL
生協に複写 ILL 受付業務全体および館内複写機

の管理全般を委託し，3月末に作業場所を 2階事務
室から 1階カウンターに移した。
4．神奈川県内大学図書館相互協力協議会関連
神奈川県内大学図書館相互協力協議会の会長館と

して，5月 22 日に総会を，8月 6日に実務担当者会
を実施した。

MediaNet No.16（2009.9）

91



5．ウェブページ英語版
ウェブページ英語版の翻訳およびデザイン修正を

行った。

湘南藤沢メディアセンター
1．使いやすい書架の維持
2階に移設して 4年を経た語学学習エリア

MMLS（Multimedia Multi Lingual Space）の リ フ
レッシュのため，関連語学教員の協力を得て配架資
料の見直しを行い，新たに日本語学習用資料を配架
した。また，3階一般図書架の狭隘度バランスを平準
化するため，夏季休業期間中に社会学（360 番台）の
図書を中心に書架移動作業を実施した。
2．利用者サービスの向上
データベース講習会の浸透を目指し，気軽に参加

できるよう 10 分セミナーを今年度から実施した。時
間が短いため内容は限られるが，その代わりにレ
ファレンスカウンター利用へとつながる効果が出
た。レファレンス広報を図るためには，全塾レファ
レンスマークを使ったしおりや配布物を作成した。
また学生コンサルタントが書いたデータベースのレ
ビュー記事をWEBで公開した。
前年度に試行した「教員のおすすめ本」展示企画

を継続し，併せて秋には慶應義塾創立 150 年に関連
した展示を，冬には湘南藤沢学会が発行する雑誌
「SFC REVIEW」38 号に掲載された各教員の推奨図
書に基づく展示を開催した。
3．施設面の環境向上
2～3階の館内フロアマップを刷新した。前年度に

設置した入口総合案内サインとデザインを合わせ，
館内サインの視認性が大幅に向上した。また，キャ
ンパス調整費でメディアセンター入口周辺（外側）に
テーブルや椅子が設置され，学生や教員の語らいの
空間として活用されている。
4．マルチメディア環境の充実
音響スタジオ編集システムを更新し，授業用の

PCと同じ音楽編集ソフトを導入，さらにキャンパ
ス内各教室設備の改修にあたり中心的役割を果た
し，Blu-rayDisc�DVDプレイヤーと iPod�CDプレ
イヤーを教室設備に導入した。
AV機器の利用ガイドを学生コンサルタントが作

成し，WEBで公開した。
5．看護医療学図書室
2007 年度健康・マネジメント研究科修士論文の

引用調査を実施し，調査結果から関連資料を購入し
た。工事関連では，カウンターの改修工事を行い，

利用者との応対がしやすいようカウンターの高さを
変えた。また，業務委託体制を見直し，土曜日に職
員が出勤せずに図書室の運営が可能となった。

薬学メディアセンター
1．薬学メディアセンターの発足
平成 20 年 4 月，慶應義塾大学と共立薬科大学の法

人合併により共立薬科大学図書館から慶應義塾大学
薬学メディアセンター（芝共立薬学図書館）となり，
塾内 6つ目のメディアセンターとしてスタートを
切った。同時にホームページを一新した。
2．システム統合に向けて
共薬時代の図書館システム「情報館」から慶應義

塾大学図書館システム「KOSMOSII」へのデータ統
合は 1年後の平成 21 年 4 月を目指し，基幹システム
のみならず，雑誌システムKOHEI，ILL システム
iLiswave 等も含めてすり合わせを行う 1年間と位
置付けた。
KOSMOSII への統合では，8～9月にかけてほぼ

すべての蔵書に対して「慶應義塾大学芝共立薬学図
書館」の IDバーコードラベルを貼付し，9月下旬よ
り図書書誌・所蔵データ，10 月下旬より雑誌書誌・
所蔵データ統合作業を開始した。3月末には一部の
特殊資料を除きデータ統合が終了し，年度明けの
KOSMOS OPAC公開を待つこととなった。
雑誌システムKOHEI は，メディアセンター本部

の全面的支援を受け，次年度からの業務開始に向け
た準備が行われた。
3．閲覧サービスの塾内統一に向けて
4月当初からは利用者サービスに直結するパブ

リック関連のルール整備として，貸出規則を変更し，
他地区メディアセンターとのサービスの均衡を図っ
た。また，塾内 ILL 料金，早慶 ILL，罰則を塾内統
一ルール適用とした。
4．電子資料コンテンツ契約の一本化
全塾あるいは芝共立を含む複数キャンパスで契約

している電子ジャーナル，データベースについて，
国内商品は平成 20 年 4 月，海外商品は平成 21 年 1
月の契約更新時に，薬学部も合わせた契約に変更す
るよう調整を行った結果，ほぼ他地区と同じ電子資
料の利用環境が整った。
5．夜間・土曜開館のカウンター業務委託
夜間および土曜開館時の確実な要員確保のため

に，6月より学生アルバイト採用を止め，リブレスク
に業務委託することとした。
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